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和歌山県・紀の川市立川原小学校・６年
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　「いつもありがとうございます。」が私の祖母の口ぐせです。祖母はお話が大好きで、とても聞き上手です。私は祖母と話をすると、楽しくていつも笑顔になります。少し気持ちが落ち込んでいたり、嫌だなぁと思っていても、祖母と話をしているとすぐに忘れて、気持ちが楽になります。だから私は祖母が大好きです。
　そんな祖母は、長い間保護司をしていました。保護司ってどんな仕事なんだろうと思い聞いてみると、「社会を明るくする運動」の冊子を見せてくれました。社会を明るくする運動は、犯罪や非行のない明るい社会の実現を目指す地域の人々の熱い思いにより自発的に生まれた活動の事とありました。すべての人々に犯罪や非行の防止を呼び掛けるとともに、罪を犯した人たちの更生について、人々の理解を深め、それぞれの立場で力を合わせ、犯罪や非行のない明るい地域社会を築こうというものでした。私には少し難しくて、よく分からなかったので、祖母にいろいろ聞いてみることにしました。
　祖母が保護司になったきっかけは、祖母の中学校の担任の先生の推薦だったそうです。当時祖母の住む地区には保護司が少なく、その先生が保護司として長年勤めていたそうです。
　私は祖母の保護司としての体験談を聞いてみました。祖母の初めの言葉は、「保護司を始めて、対象者さんやその家族からの出会いでうれしかった事や勇気づけられた事がたくさんあった。」と話してくれました。保護司を始めたばかりの頃に受け持った対象者さんが無事に観察期間を終えた時は、「良かった、おめでとう。」と喜び合ったそうです。その後も、結婚相手を連れて報告に来てくれたり、子供が生まれたと顔を見せに来てくれたり、二十年近く毎年届く年賀状や暑中見舞いのお便りは祖母を大変勇気づけたと聞きました。
　またある対象者さんは、保護観察期間中に魚釣りに目覚めて、ある日立派なはまちを釣ったと持ってきてくれたそうです。観察期間が終わった日の帰り際には脱帽して、「ありがとうございました。」と一礼してくれた姿が印象的だったと話してくれました。祖母は保護観察が終わった事より、人に対して「ありがとう。」と礼を尽くす事が出来るようになった事に感動したそうです。
　保護司をしていて気を付けていた事も聞いてみました。様々な対象者さんがいるので、それぞれの家庭環境やおかれている状況をよく考えたと言っていました。また、対象者さんが面談に来やすいように、来た時に話しやすいような状態に出来るようにいろいろ工夫したと聞きました。祖母はいつも笑顔で聞き上手なので、来た人は話しやすかっただろうなと思いました。
　祖母の話の中で、「その人の気持ちの中にあるものをどうやって外に出してあげられるか、どうやってその心の中に入っていくかをよく考えた。」と言っていました。私も学校や家で、友達や家族とぶつかることがあります。その時、その人の気持ちになって考えているかなぁと改めて思いました。私は自分の気持ちばかりぶつけていたように思います。もう少し、相手の気持ちになって考えられるようにしたら、きっとケンカも減って、優しい気持ちになれるような気がしました。
　「いつもありがとうございます。」祖母がいつもみんなにかけるこの言葉を思い出しました。祖母は私たち家族にもいつも同じように声をかけてくれます。すると父や母は「こちらこそありがとう。」と言います。ありがとうの連鎖でみんな笑顔になります。ありがとうは魔法の言葉です。だから私は、ありがとうという言葉を大事にしたいなぁと思いました。一人一人の「ありがとう。」という気持ちが相手に伝われば、自然と周りも明るくなり、家族や友達も明るくなります。相手に対して思いやりの気持ちを持つ事を大切にしたいと思いました。そして、私も祖母の様に、いつも笑顔で明るくみんなに「ありがとう。」と言えるようになりたいと思いました。それが私の社会を明るくする運動の第一歩です。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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